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立地適正化計画の改定について            

課題を解決し、持続可能なまちとしていくため、行政機能や商業機能、居住機能

などを集約する「コンパクトシティ」を形成し、それらを公共交通を主体として交

通ネットワークで結ぶ「コンパクト・プラス・ネットワーク」を推進するため、本

市では、都市再生特別措置法に基づき、平成３１年４月に「館林市立地適正化計

画」を策定しました。 

立地適正化計画は、社会情勢の変化に適時適切に対応するため、概ね５年ごとに

見直すこととされています。 

加えて、近年、全国各地で土砂災害や河川堤防の決壊等による浸水などが発生

し、生命や財産、社会経済に甚大な被害が生じており、今後も気候変動の影響によ

り、自然災害が頻発・激甚化することが懸念されることから、このような自然災害

に対応するため、令和２年６月に都市再生特別措置法が改正され、立地適正化計画

に「防災指針」が位置付けられました。 

策定から概ね５年が経過するため、都市機能誘導施設・誘導施策・成果目標の見直

し及び中間評価を行い、また、新たに位置付けられた「防災指針」を作成し、計画を改

定しました。 

 

＜主な改定点＞ 
１．防災指針の追加 

コンパクトで安全なまちづくりを推進するため、都市機能や居住を誘導する上

で必要となる都市の防災に関する機能を確保するための指針である防災指針を追

加しました。 

 

２．計画期間の変更 
上位計画である総合計画や館林市都市計画マスタープランの目標年次に合わ

せ、目標年を「２０３０年」に変更しました。 

 

３．都市機能誘導施設の見直し 
都市機能誘導施設は、将来像や目標の実現に対して優先度が高く、施策効果が

見込まれる施設を位置付けていますが、関連事業等をふまえ、施設の位置付けに

ついて見直しを行いました。 

 

４．誘導施策・成果目標の見直し 
計画の策定からおおむね５年が経過したことから、誘導施策の実施状況の把握

や成果目標の評価などを行い、誘導施策と成果目標を見直しました。 
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〇立地適正化計画の記載事項である「防災指針」は別冊子で策定しています。 


